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対話の広場

主体性を育む教育
について語り合おう

話題提供：吉野明
鷗友学園女子中学高等学校名誉校長

2020年１月13日（祝）

於河合塾池袋パークビル第一会議室

学力の３要素 文部科学省による

知識・技能 思考力･判断力･表現力

学びに向かう力･人間性

学んだ力 学ぶための力

･人間性 主体性･多様性･協働性

「主体性」…中教審「高大接続」答申
• 予見の困難な時代に身に付けるべき力…十分な知識・技能を

基盤に、答えが一つに定まらない問題に自ら解を見いだして
いく思考力・判断力・表現力等の能力

•これらの基になる主体性を持って多様な
人々と協働して学ぶ態度

→主体的に人生を切り開いていく力

「主体的な学び」…学習指導要領解説
•学ぶことに興味や関心を持ち、自己の
キャリア形成の方向性と関連づけながら、
見通しを持って粘り強く取り組み、自己
の学習活動をふり返って次に繋げる学び。

「非認知能力の育成と発揮」に関する要素概念図

自己肯定感

自己管理能力

主体性 探究心

能力発揮の原動力

メタ認知

新しい学力観

新しい時代の学び

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力協調性
独自性

問題解決力･批判的思考力

メタ認知的知識 専門性･専門知識

基礎学力 基礎的な知識･技能

実行力 統率力 創造性
実社会において発揮される能力

価値観･人間性

意欲･向上心
公共性
倫理観

道徳心
規範意識

共感性

Big Five
(OCEAN)

想像力
独創的発想

向社会性特性･才能

感性

Ｏ開放性
Ｃ誠実性
Ｅ外向性
Ａ調和性
Ｎ情緒安定性

日本生涯学習総合研究所「非認知能力」の概念に関する考察(Ⅱ) https://www.shogai-soken.or.jp/
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自己肯定感国際比較

2014年版「子ども・若者白書」内閣府

トランジションの時期

学校･勉強 社会･仕事

初
等
教
育

中
等
教
育

高
等
教
育

中
学
校

高
等
女
学
校

中学校

高等学校

中高一貫
男子校

中高一貫
女子校

児童期
…子供

思春期
青年前期

青年期
…大人

小学校

大学・大学院

親に依存

親から自立

葛藤
親に反抗

子どもから大人へ～変化の時代

親の都合・教師の都合

悪い子

泣きわめく子

言うことを聞かない子

気をつかわない子

弱い子／我が儘な子

成績が悪い子

良い子

泣かない子

言うことを聞く子

周囲を気づかう子

強い子／優しい子

成績が良い子

良い子の枠 悪い子の枠

自己肯定感・自己管理能力の低下

親の期待に応える子 親の期待に応えられない子

思春期の親子関係で大切なこと

児童期

思春期

親が作った
自己の枠組み

自分で
獲得した自己

枠組みの
破壊・拡張

親が作った
自己

外から見た自己

過去の振り返り

メタ認知

時
間
的
展
望

経験的に
青年期
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このままでは二重基準になる

学習指導生徒指導

学習者中心主義教師中心主義
一つの
価値観

多様な
価値観

生
徒

生
徒

生
徒

生徒
生徒

生徒

生徒

生徒

価値観
の共有

学校の決めた
ことが正しい。
言った通りに
動きなさい

このままでは他校
との競争に負ける。

自信を持って
闘う力をつけなさい

知識
暗記

秩序
維持

自律
改革

発見
解決

関連
思考

集団力

統率力

伝達力

インクルーシブ
リーダーシップ

１次力

２次力

学習指導

生徒指導

鷗友学園の
広い意味のカリキュラム

国際派市民

主体性･協働性
多様性の包括

矯正
強制

受動的
１つの正しさ

社会性と独自性

1
2

3 Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

独自性

社
会
性

1996年
Ｂ社＋鷗友学園

創造性

→1998年

途上型 自我型

達成型社会型

「社会性・独自性」のタイプ

独自性

社
会
性

Ｂ社＋鷗友学園
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途上 自我 社会 達成

対処性
（嫌なこともやり遂げ
る） 平均

自己概念
の肯定率 平均

ストレス 平均

「社会性・独自性」と自己概念 中３

Ｂ社＋鷗友学園
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途上 自我 社会 達成

対処性
（嫌なこともやり遂
げる） 平均

自己概念
の肯定率 平均

ストレス 平均

「社会性・独自性」と自己概念 高３

Ｂ社＋鷗友学園

⇒低くなりがちな自尊感情を育み、
自己肯定感を伸ばす

３日に１回の席替え
アサーショントレーニングなど

思春期の女子を伸ばす
生活指導のカリキュラム

•男子より先に言語的抽象化能力が発達する

言葉で聞いたことを一般化して行動に移す

→周囲の目を意識し、

周囲の期待通りの自分になろうとする

経験的に

社会情動的スキル
居場所がある

“このクラスで歓迎され価値を認められている”

居場所があると自尊感情が高まる
⇒自信を持って自分の枠を超えられる

校内

国内
海外

なるべく異なるメンバーで活動する場をより多く
→親密すぎない親密圏と疎遠でない公共圏を重ねる

→人格を否定せず異なる価値観を理解して議論

公共圏

親密圏

鷗友の考える
グローバル化

空間的⇒時間的
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⇒理解しやすい順番に
カリキュラムを変更する

中１の理科は生物だけ 実物に触れる
物理選択が２／３～３／４になる

思春期の女子を伸ばす
学習指導のカリキュラム

•男子より遅れて数理的抽象化能力が伸びる

理数の理解に時間がかかることがある

→レッテルを貼られやすい

「女の子だから……」

経験的に

認知的スキル

自己肯定感

“簡単ではなかったが、がんばってやり遂げた”

高１から始まる BYOD

• 自分の機器を学校に持ち込んで使用する

• BYOD の理念は３つ！

① ICT機器は文房具、「学びのツール」として使おう

② 社会のルールとマナーを守って使おう

③ 自分の機器に「愛着」を持とう

⇒「使わない時間」も大切に、ルールは生徒自身が考える

• 教員間の了解

①ＩＣＴは手段であり、目的ではない

②まずこれまでの良い授業を前提に、ツールとして利用

③使い方が分からなければ生徒に聞け

大前提 全教室Wi-Fi環境・Projector完備大前提 全教室Wi-Fi環境・Projector完備

多様性

信頼関係

主体性

協働性

部活と勉学の両立型が大学で、社会で活躍する

溝上慎一『どんな高校生が大学・社会で成長するのか』学事出版 溝上先生のスライドより

鷗友学園

20 出典：https://www.oecd.org/education/2030-project/teaching-and-learning/learning/learning-compass-2030/

OECDの「学びの羅針盤」（最新版）
「自ら考え、
主体的に行動
して、責任を
もって社会変
革を実現して
いく力」
…将来的な目
標を見据える
力・批判的思
考力・現状に
疑問を持つ力
等

△主体性
Student agency

Well-being
2030
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